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2026年5月２７日開催の開館前内覧会の感想、5月14日の

ガイド研修会での知見を、まとめました 春日正利

MfG_J_Peace_education_in_the_resource_center



旧長岡戦災資料館は、２００３年(平成15)、
阪之上に誕生。
この度、 ２０２６年、
明治公園内の旧文書資料館、先代互尊文庫の
建物を改装し、
移転オープン。

先代互尊文庫は
1967年（昭和42）に建造。
子供時代、明治公園が
遊び場のひとつでもあり、
先々代の互尊文庫には
頻繁に通ったが、先代の
図書館は近寄りがたい
立派さもあって、
中に殆ど入らなかった。

2026年5月29日開館



（１）戦前の新潟鐵工所長岡分工場
(神田３丁目)の写真に想ったこと

（２）空襲を免れた長岡・北部工業地帯、
そして空襲で被災した宮内地区

（３）「長岡空襲爆撃中心点の碑」と空爆計画
（４）翌日から動き出したまち
（５）金属供出令と梵鐘の「悠久の鐘」(追加調査)

補足 現代と1930年代との酷似
補足 ガイドの仕方についての講義
補足 戦前の越後宮内駅周辺の理研工場
補足 中国 長春の当時の建築物の写真

１．展示室

２．印象に残った展示



１．展示室

市政だより2026/06号より



戦争前後の年表と、太平洋を覆う日本と外国勢の戦略
地図の展示コーナーです。

展示室２階（１） 戦争前後の年表、関連地図

中国大陸での列強間の競合、太平洋の石油資源の争
奪戦、日米関係など、いろいろな観点で説明ができる
コーナーであり、非常に大きな宿題と感じました。

詳細は本資料の「補足」に示くますが、戦災資料館の
アドバイザの方からも、この年表と地図をガイドで活用
するよう、希望されました。



戦災資料館パンフの
展示室レイアウト図に
模擬原子爆弾、焼夷弾の
展示物写真を追加しました

展示室２階（２） 模擬爆弾



パンプキン模擬爆弾の大きさは、これが
爆撃機に搭載されていたということ、B29の
機体の直径に近いこと。驚くのみ。

展示のキャプションの数値
半径1.52 M 、長さ33.25M、重量4.9トン(TNT2.8トン)。
長崎型原子爆弾と同サイズ。

これが左近の土手に投下され、直径18メートル、
深さ5メートルの穴が残ったという。大きな穴の
「よく見かけるスケッチ」は、今井雄介先生が
描かれたものという話。これも驚き。



左近の土手の大きな穴の「よく見かけるスケッチ」は、長岡市発行「長
岡開府四００年のあゆみ」にあり、今井雄介画と記されてました。
新潟市が、広島市、小倉市、京都市などと共にアメリカ軍の原子爆弾
投下目標地の一つに選ばれていたことも、忘れてはなりません。

展示室２階（３） 空爆・空襲



「穴のスケッチ」の隣に、中村清太郎画の、空襲時の信濃川土手の惨状
の絵がありました。この絵は長生橋右岸下流からのもののようです。
私の母は、八月一日の空襲を、姉夫婦が住んでいた宮原で迎えました。
土手に逃げた母は、上流側でこれと同じ景色を目にしたようです。
生前、花火の夏が来るたび、『土手に行って花火を見ると思いだすから、
行かなくていい』、と言い
続けたことを思い出します。

この絵も、多くの人が
語り続けていくのだろうと
思います。



山下清のちぎり絵、１９５０年制作の 『長岡の花火』

寸法は32×44cm



「見たままを描いているわけではない、放浪から帰宅して記憶

をもとに製作するのだ」という、山下の特徴も現れています。

複数の時点を一枚に、という彼独特の方法が、別々の時

間に炸裂する複数の花火を、一枚の紙に表現しているのです。

山下清は、ちぎり絵に 名作 『長岡の花火』 を制作

しました。

爆撃を受けた長岡の復興と平和への祈りが込め

られた花火に深く感動し、「みんなが爆弾なんか

つくらないで、きれいな花火ばかりつくっていたら、

きっと戦争なんておきなかったんだな」という言葉と

ともに、平和への強い思いを作品に残しました。

長岡の花火にとって、語り続けたい話です。



２．印象に残った展示

（１）戦前の新潟鐵工所長岡分工場
(神田３丁目)の写真に想ったこと

（２）空襲を免れた長岡・北部工業地帯、
そして空襲で被災した宮内地区

（３）「長岡空襲爆撃中心点の碑」

（４）翌日から動き出したまち

補足 中国 長春の当時の建築物の写真



（１）戦前の新潟鐵工所長岡分工場
(神田３丁目)の写真に想ったこと

写真ではなく、スケッチとのことです。



戦前の新潟鐵工所長岡分工場は神田３丁目、
私が生まれたところから200m以内の地にあり
ました。その北にあった長岡鉄工組合工場と
ともに、石油産業を支えた二大工場のひとつ
でした。

新潟鐵工所の英語社名については、戦後には
Niigata Engineeringですが、戦前の社名は
新潟鐵工所長岡分工場であり、英文社名は
Niigata Iron Works, Nagaoka plant で
間違いないと思います。



製油所群、及び新潟鉄工所長岡分工場、 長岡鉄工所組合の
位置 (大正から昭和初期)

長岡市街地の北部、神田町周辺、図の上部に流れる柿川に沿って製油所

大正時代の長岡は、 神田地区の北西、中島地区の柿川沿いに精油所が林立



空襲の被災エリアのいくつかの図を見て、
長岡・北部工業地帯、宮内地区の状況が
気になり、以下を生成ＡＩに聞きました。

（２）空襲を免れた長岡・北部工業地帯、
そして空襲で被災した宮内地区

『うわさにある北部工業地帯の捕虜収容所
の存在による空爆回避、そして宮内が爆
撃の対象になった理由は？』



実際、捕虜収容所については、展示資料に、
以下のように記されていました。

『全国には約１３０カ所の収容所が設けられ、
長岡には蔵王町の北越電化工業(現・北越メタル)の
敷地内に東京俘虜収容所第三分所が、また国鉄城
岡駅(現・JR北長岡駅)の日本通運の倉庫にその分
遣所が置かれた。栄養失調、過労、衛生状態の悪さ
などから全国の収容所で約3500人が死亡し、長岡で
も３人が亡くなった。』



長岡空爆について、生成ＡＩの結論は、

a) 8/1の爆撃は、市街地への市民攻撃と宮
内・軍需工場施設の攻撃であり、焼夷弾
が主体。北部工業地帯は次回に、通常
爆弾による精密爆撃の計画（第二段階） 。
それが終戦により、北部工業地帯は空
襲なしに終わったというだけのこと。

また捕虜収容所の存在と空爆回避は
直接結びつくものでなく、全国でも捕虜
収容所の近辺が空爆対象となった都市
も多い。



c) 北部工業地帯の当時の工場は、
ブロックゲージ、自動旋盤などの津上のほか、
ピストンリングの理研真空工業、越後鋳造
（のちの北越メタル)など。

b) 神田・新町地区の二大工場の新潟鐵工分
工場、長岡鉄工組合工場は市街地の延長とし
て爆撃された。



d) 8/1の宮内・軍需工場施設のターゲットは、
宮内駅の東西に集中していた理研関連
の工場群。

米軍は「長岡駅周辺の市街地」と「宮内駅周
辺の理研・職住密集地」の2箇所を同時に灰
燼に帰す計画で空襲を行なった。
宮内は偶然に巻き込まれたのではなく、
その高い軍需・交通上の価値と、燃えやすい
街の構造ゆえに、最初から市街地と並ぶタ
ーゲットに指定されていたのである。

e) 摂田屋の類焼回避の理由は、
いわれている通り。



米軍は「長岡駅周辺の市街地」と「宮内駅周辺の
理研・職住密集地」の2箇所を同時に灰燼に帰す
計画で焼夷弾による空襲を行なった。
宮内は偶然に巻き込まれたのではなく、
その高い軍需・交通上の価値と、燃えやすい街
の構造ゆえに、最初から市街地と並ぶターゲット
に指定されていたのである。

北部工業地帯は、次回に、通常爆弾による精密
爆撃（第二段階） 。 それが終戦により、空襲なし
に終わったというだけのこと。

生成ＡＩの回答は、納得できる説明でした。



（３）「長岡空襲爆撃中心点の碑」と空爆計画



「長岡空襲爆撃中心点の碑」は、戦災資料
館の説明と連動した掲示になり、多くの人に
知ってもらえるものになりました。



戦災資料館アドバイザのお話しでは、この
この米軍の空撮写真は、8000 m上空から
３億画素の高精度のものだったとのことです。
計算しましたら、地上の人間も、肩幅を3ピク
セルほどで判読できるレベルでした。

米軍の代表的な航空写真カメラとして、
例えばフェアチャイルド K-17 系がある。
仕様概要
フィルムサイズ： 約 9×9 インチ ≒ 228.6 mm

=0.2286 m（正方形と仮定）
焦点距離： 24インチレンズ ≒610 mm



長生橋東詰地点で投下し、散らばって落下。
機体は 「長岡空襲爆撃中心点の碑」の方向に
そのまま飛来し、テニアン基地に戻る。
(原爆の場合は目標の3.2Km手前で、投下開始)

空襲で焼失した範囲、およそ直系2.4Kmの円の
中心が「長岡空襲爆撃中心点の碑」の位置。
意外だったのは、この図の円は、
初めからの計画円ではなく、上空から2.4Km手
前で、投下開始され、被害が大きかった
範囲から作成した円。その中心が、たまたま
明治公園の南端(に近い町なか)。
他都市も、直径はおよそ2.4Km。



21:06  警戒警報
22:26  空襲警報に切り替わる
22:30 空襲開始
00:10 空襲終了

実際、爆撃機はテニアン島を約1分間隔で
次々に発進している。
そのうち１割ほどが機体不良で引き返し、
残りの9 割ほどの１２５機が長岡に飛来し
たという。



展示室の床に、米軍による空撮カメラ画像が貼ら
れていました。
地上の人間も、肩幅を3ピクセルほどで判読でき
るレベルということから、もっと凄いものなのです
が、展示室の床の画像を見た自分としては、自分
も通った昭和４０年代前半の当時のままの、長岡
高校の旧校舎の構成がはっきり分かる現像写真
が、衝撃でした。

町の個人住宅の密集度もわかる、とんでもない
もので、これを１９３０年代に米軍が行なっていた
ということを、日本軍は知っていたでしょうに。
それに対し、日本の調査能力は、比較にならない。



戦災史跡ガイドルートにおける、
「長岡空襲爆撃中心点の碑」の位置づけ

「神明社」
「平潟神社」
「柿川」
「平和の森公園」
「戦災資料館」
「長岡空襲爆撃中心点の碑」
「高野五十六生家跡」
「山本五十六記念館」



しかし山本五十六記念館を含めたガイドの
コースでは、ご案内だけでも説明が難しく
なりそうです。
統一した軸を示してくださいと要求されたら、
どうするか、悩みます。

従来、「長岡空襲爆撃中心点の碑」が、
ポツンと存在していたように感じています。
それが、「戦災資料館」とともに、中心に
据えられました。
近くの「平和の森公園」の平和像、非核宣言
都市の碑、アオギリ原爆二世とのワンセットも、
説明しやすくなりました。



（４）翌日から動き出したまち

周辺町村からの支援を初めて知りました





（５）金属供出令と梵鐘の「悠久の鐘」 (自主調査)

金属供出令（金属類回収令）の展示がありました。

兵器製造の物資不足を補う目的で実施されたもの
ですが、実際の兵器生産への効果は限定的であり、
効率的ではなかったと評価されています。回収され
た金属の多くは質が均一ではなく、国民生活や文
化財に大きな打撃を与え、むしろ貴重な労働力や
輸送力を割いてガラクタ同然の金属までかき集め
たため、国内の生産活動や社会インフラに負担を
かけた逆効果政策とも云われています。

全国の寺院にある梵鐘の8〜9割が供出させられ、
歴史的価値のある美術工芸品や銅像、金属製の
生活道具が失われました。



「悠久の鐘」

我が家の菩提寺の梵鐘も、1942年（昭和17年）の
金属供出令で鋳つぶされました。
かつての梵鐘は、1715年（正徳5年）の鋳造でした
が、現在の梵鐘は、戦後、隣県の富山県高岡の美
術品鋳造工場に依頼して、昔とほぼ同じ形状で再
建されたと聞いています。
その後、平和を願う先代住職が、旧市内の鐘を持
つ寺に声をかけ、1990年8月1日に、空襲の戦没者
を追悼する花火「白菊」の打ち上げに合わせて鐘
を鳴らし始めた活動が、今も続く長岡空襲の追悼
行事「悠久の鐘」の嚆矢になりました。

現在、市内の多くの寺院が、一斉に平和を祈る鐘
の音が夜空に響かさせています。



日本を取り巻く海外状況、そして国内状況は、
まさに、この1930年代の危機的終末に向ってい
た様子と同じではないかと、思わせます。

補足 現代と1930年代との酷似

昨今、この問題が、新聞に登場するように
なりました。



歴史研究の定説からは、1930年代の悲劇は
特定の指導者の責任だけではなく、
「大衆の熱狂」と「良識ある指導者が不在のまま
の政治の暴走」とが、複合的に絡み合って発生し
たことが教訓として挙げられています。
日本を取り巻く海外状況、そして国内状況は、
まさに、この危機的終末に向っているように
見えるのです。

ボタンを掛け違うことのないよう、大人も考えなけ
ればなりませんが、その大人も、子供に考えても
らえるような説明をしていかなければなりません。
(自分の見方は、省略。)



補足 ガイドの仕方についての講義

２階展示室の最初のコーナーは、戦争直前の
日清・日露・第一次大戦の戦争による拡大期を
経た「日本」を取り巻く、半地球規模の情勢を
掲示しています。

資料館アドバイザの方からは、「戦争に至った
経緯は、子供さん相手でも、きちんと説明してく
ださい」、ということでありました。

抑止力、防衛能力向上、どうしたら、一番いい
のでしょう。



また、戦後の話として、以下を是非説明してほしいと
のことでした。

1968(昭和33) １１月１５日 山本公園竣工。
同年年8月1日、平潟神社に長岡市戦災殉難者慰霊塔（長岡
空襲の犠牲者などを慰霊）を建立。

慰霊塔が建立された際の、長岡市長は内山由蔵（よしぞう）氏。
（在任期間 昭和30年〜昭和37年）、
駒形十吉氏は、商工会議所会頭として、山本公園、記念館設
立に尽力。
この２つの施設があるおかげで、慰霊の形が今も続いている。
お二人の功績は、誠に大である。



資料館の展示をみて、日本本土を攻撃の前段、アメリ
カの準備状況が気になり、調べました。

1943年12月にナパーム弾を初めて戦闘で
使用・実用化。

1944年1月にB29長距離爆撃機、実用化。
1944年11月にマリアナ諸島からの爆撃機

発着本格化するが、困難多い。
1945年3月に、米軍はB29本土空襲で給油

などを容易にするため、硫黄島奪取。
(それまでの中国成都からでは、
台湾、朝鮮半島が距離の限界)

1945年7/16に原子爆弾 開発完了。
その４日後、長岡に模擬原子爆弾を投下。



戦争に必要な航空機・空襲兵器の開発、
軍用飛行場などの施設建設、そして軍事
作戦が、計画的に準備され、完了後即
作戦に投入されていったことがわかります。

これが本来の、軍事戦略・戦術というものなので
しょう。
敵国への都市爆撃の目標の順番を含め、戦争遂
行計画の周到さ、そして厳しい開発日程の実行
貫徹の能力に、驚かされます。

～これが後のアポロ計画など、超大規模計画の
実現の元なのでしょう。
日本は、遠く及ばない構想力です。



戦災資料館は、長岡空襲の惨禍を記録・保
存し、伝えていくための施設です。

長岡空襲を体験した市民がますます少数に
なっていく中、本施設を見学した戦後世代の
市民が、次の世代に平和の尊さを伝えていく
ための施設でもあります。

本施設の資料館を含め、市内の各戦災史跡
で、どう生かしていくか、みんなの課題だと思
いました。



補足 戦前の越後宮内駅周辺の理研工場

交通と軍需の拠点: 宮内駅は戦前も信越線と上越線の分岐点
であり、物資や兵員輸送の重要拠点として機能していました。

空襲の戦火



理化学研究所の公式記録である「工作部の100年」に
よると、昭和13年（1938年）末から昭和14年（1939年）
初頭にかけて、東京から宮内へ工作機械専門の工場
群が移転・新設されたとのことです。
当時、宮内駅の西側に展開していた主な理研関連工
場は
理研精機部
宮内分工場理化学興業
宮内工場理研チャック
宮内製作所理研十尺旋盤
宮内製作所理研宮内鋳造所 など

駅西側の状況: 駅の西側には軍需工場や機械工場などの
関連施設が置かれ、長岡空襲の目標地点の一つとなりま
した。周辺への影響: 1945年（昭和20年）の長岡空襲など
により、駅の西側周辺は全焼するなど大きな被害をうけま
した。



それに対して、駅の東側は、
駅前の交差点ロータリー、工業高校の西側を
東の端として、現在の秋山ポスター美術館の
所まで、延焼しました。



補足 中国長春の当時の建築物の写真

奉天、大連、旅順については、自身ではない
ですが、多少の縁があります。
話はガイドの当日。

戦時中、日本軍（関東軍）は旧満州国の首都
「新京」（現在の長春）を建設し、軍司令部、官
公庁、交通インフラ、満鉄の付属施設など、都
市機能を担う数多くの大規模な建物を建設し
ました。戦後、これらの建物は中国側に接収さ
れ、現在は大学や博物館などとして活用。展
示室では、10ほどの建物の写真を展示。



大連、旅順、奉天(瀋陽)、長春の位置関係



奉天 現在の瀋陽（しんよう）
大連から満鉄の特急で北へ約400km（約半

日）ほど内陸に入った場所。
南満洲中央部に位置する最大の中心都市。
清の時代には首都（盛京）が置かれ、
歴史的な建造物が数多く残っている。

長春（ちょうしゅん） 当時の 「新京」
奉天からさらに満鉄で北へ約250kmほど
進んだ内陸部の吉林省にある都市。



長春高等女学校

長春記念館

展示室に掲示の１０枚
ほどの長春市の当時の
写真の一部です。


